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耐食型アンカーボルト 登録番号：KT-230221-A

耐食型アンカーフレーム
耐食型アンカーボルト



耐食型アンカーボルト
例えば設備機器を基礎コンクリートへ固定するアンカーボルト。
定期的な点検が困難な場所でも安心してご使用いただけます。

腐食ゾーンのみにステンレスを採用することで、アンカーボルトの
耐食性を大幅に向上させながらコストの最適化を実現しました。耐食性能とコストを両立

露出部

ステンレス

コンクリート
根巻内部

腐食ゾーン

炭素鋼

ステンレス×鋼材を接合したハイブリッド式アンカーボルト

電気・機械設備等

耐食型アンカーボルト

耐食型アンカーボルト設置イメージ



耐食型アンカーフレーム
構造物を基礎コンクリートへ固定するアンカーフレーム。

沿岸部や
積雪地域にも対応 沿岸部での飛来塩分、積雪地域での融雪剤散布など腐食が懸念される

設置環境に対して、従来製品と比べて優れた耐食性能を発揮します。

コンクリート
根巻内部

露出部

腐食ゾーン腐食ゾーンステンレス

炭素鋼

耐食型アンカーフレーム設置イメージ

耐食型
アンカーフレーム

照明ポール等



＊5：全長 1000mm以上の製作も別途対応可能です。
詳細は担当営業までお問い合わせください。
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＊1、＊2、＊3、＊4：M16・M20・M24 以外のボルト規格
については、一定数量以上で製作対応となります。
詳細は担当営業までお問い合わせください。
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ステンレス

耐食型アンカーボルト ラインナップ

母材部から
破断

接合部
ステンレス 炭素鋼

接合部

炭素鋼

引張試験で接合部の強度を証明 曲げ試験で接合部の強度を証明

摩擦圧接接合により全強接合を実現

耐食型アンカーボルトに用いる、摩擦圧接は全強接合が可能です。
接合部の耐力が母材と同等以上となり、接合部が強度上の弱点となりません。

曲げ試験では、JIS規格に準拠した試験方法を実施し、
全強接合であることを確認しています。

摩擦圧接 接合部の引張試験体 摩擦圧接 接合部の曲げ試験体

引張試験では、接合部ではなく
母材金属（炭素鋼）部分から破断しています。



ステンレスアンカーボルト
オールステンレス

露出部にはステンレスを用

いるため、腐食劣化はほと

んど生じません。

コンクリート中はアルカリ

性で保たれているため、炭

素鋼の腐食は生じません。

コンクリート中のアルカリ

性環境では炭素鋼でも腐

食しにくいため、ステンレ

スボルトは過剰性能となり

ます。

耐食型アンカーボルト
ステンレス×炭素鋼

従来型アンカーボルト
炭素鋼に溶融亜鉛めっき（一部）

総合評価

強度性能

耐食性能
（基礎コンクリート上）

引張：198.7kN
曲げ：損傷なし

引張：205.4kN
曲げ：損傷なし 曲げ：損傷なし

引張： ―

1.5 (従来比)1.0 コスト 4.0 (従来比)
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炭素鋼は汎用的な用途で

使用できる一方で、錆びや

すく耐食性に劣るため、腐

食が懸念される環境には

不適切な材料です。

アンカーボルトの腐食が進行し、ボルトが破断する
と構造物が倒壊する恐れがあります。

腐食が進行した、炭素鋼によるアンカーボルト

露出部▲（腐食ゾーン）

コンクリート内部▼

ステンレス ステンレス炭素鋼

炭素鋼

 

接
合
部

アンカーボルト比較表



○  本カタログの内容は予告なく変更する場合がありますので、予めご了承下さい。また、無断転載･転用を禁じます。
○  製品の仕様や外観が予告なしに変更される場合があります。最新の内容については別途弊社にお問い合わせ下さい。
○  本カタログに掲載している技術情報を誤って使用したこと等による不具合の発生およびその損害につきましては、責任を負いかねます。
○  本カタログの記載製品は使用目的や設置条件等によっては記載した内容と異なる性能や性質を示すことがあります。
　  また、必ずしも製品保証を意味するものではありません。
○  本カタログは一般的な当社実績などの情報を基に提供するものです。設計指針などのマニュアルを示すものではありません。

〒100-6919 東京都千代田区丸の内2-6-1（丸の内パークビルディング19F） TEL. 03-3214-1510 FAX. 03-3212-1751
仙台市青葉区中央2-2-6（三井住友銀行仙台ビル9F）東北支店

本社
TEL. 022-721-5035 FAX. 022-263-1190〒980-0021

群馬県高崎市栄町16-11（高崎イーストタワー13F）高崎支社 TEL. 027-333-1371 FAX. 027-333-1375〒370-0841
名古屋市中区錦2-4-3（錦パークビル2F）名古屋支店 TEL. 052-201-2150 FAX. 052-222-1877〒460-0003
大阪市北区豊崎3-19-3（ピアスタワー3F）大阪支社 TEL. 06-6372-3305 FAX. 06-6371-0319〒531-0072
広島市南区稲荷町1-1（ロイヤルタワー8F）広島支店 TEL. 082-568-7555 FAX. 082-568-7556〒732-0827
福岡市博多区博多駅前１-４-４（東京建物博多ビル9F）九州支店 TEL. 092-433-2290 FAX. 092-472-7794〒812-0011

公式HP  www.yspole.co.jp

本社 〒100-6919 東京都千代田区丸の内2-6-1（丸の内パークビルディング19F） TEL. 03-3214-1552 FAX. 03-3212-1751
群馬工場 〒375-0015 群馬県藤岡市中栗須508 TEL. 0274-23-2311 FAX. 0274-24-0383
滋賀工場 〒527-0212 滋賀県東近江市永源寺高野町西ノ脇1570-1 TEL. 0748-27-1300 FAX. 0748-27-1365

公式HP  www.ypole.co.jp
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摩擦圧接 異種金属適応範囲表


